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モンゴル国で新たに確認された

金属製の頭部結束具と頸部飾を伴う

埋葬事例について

大谷育恵

Ⅰ .はじめに

　筆者は以前、北魏・北朝並行期の遺跡より出土し

た金属製の頭部結束具と頸部飾を集成したことがあ

る [ 大谷 2019]。頭部結束具とは死者の下顎骨が外

れないように頭蓋骨と結束する葬具で、中国北部の

北魏・北朝期の墓で近年報告事例が増加している。

この葬具は主に中国人研究者によって考察されてお

り、頭部結束具が寧夏のソグド人墓地から出土して

いることや、頭部結束具に伴う額帯の装飾文様など

図 1　頭部結束具と頸部飾が出土した遺跡と
参考遺跡 (2 ～ 6 世紀 )

の点から、その非中国的な側面が注目されてきた。

しかし前稿で問題としたのはそれら先行研究の東西

交渉のとらえ方で、筆者は古代ギリシャ以来ユーラ

シアの東西で確認されている頭部を結束した埋葬事

例の間に東漸を想定するのではなく、あくまで同時

代である 4 ～ 6 世紀のユーラシア東部草原地帯で

設定されてきた民族移動期考古学文化の広がりとし

てとらえるべきであると考えている。

　本稿ではまず、近年新たにモンゴル国で確認され

た頭部結束具と頸部飾を装着した埋葬事例を紹介す

ることで資料を増補したい。そして、それら遺跡は

「鮮卑期」として報告されており、モンゴル国の「鮮

卑期」考古学の動向についても考察したい。

Ⅱ . モンゴル国における頭部結束具と頸部

飾の出土事例

　前稿集成ではバヤンホンゴル県
アイマク

ガルート郡
ソム

の古

墓で出土した頸部飾 1 点を紹介していたが [ 大谷

2019:132]、これまでモンゴル国では遺物の存在は

確認できるものの、それを伴う遺構に関する情報は

不明であった。下記の 2 遺跡の調査によって、遺

構と遺物の両面から頭部結束具と頸部飾の使用が確

認できるようになった ( 図 1)。
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図 3　タリン・ゴルワン・ヘレム IA 1 号墓

3.ⅠA-1 号墓4. 頸部飾とその出土状況

1.青銅製頸部飾　2. 骨珠･玉珠　3. 弓弭　4. 化粧道具　5. 青銅腕輪　
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�

金大考古 79　　2021,　　1-7.　モンゴル国で新たに確認された金属製の頭部結束具と頸部飾を伴う埋葬事例について

хайрхан уул) は、バヤン - ウルギー県
アイマク

ツェンゲル郡
ソム

に所在する遺跡である。モンゴル科学アカデミー

考古学研究所と韓国文化財庁は 2008 年から共同

研究を実施しており、その一環として 2015 年か

ら 2018 年まで発掘調査が実施された [Batbold et al. 

2019: 123]。遺跡には初期鉄器時代からチュルク期

に及ぶ様々な時代の遺構があり (1、頭部結束具はそ

のうちの鮮卑期の墓 2 基から出土した ( 図 2)。

　墓は共に円形の積石墓で、竪穴土坑の底に板石で

作った石槨の中に被葬者を伸展葬していた。下顎の

下をまわした青銅製の帯状金具の両端を頭頂で縛る

「環形」タイプの頭部結束具である。

2. タリン・ゴルワン・ヘレム I遺跡

　アルハンガイ県
アイマク

オギー・ノール郡
ソム

に所在する。河

谷平原に 3 基の土城が存在することから「平
タリン

原の

3
ゴルワン

つの城
ヘレム

址」と呼ばれる土城群で、西から東にⅠか

らⅢの番号が振られている ( 図 3-1)。蒙米共同調査

[Purcell&Spurr2006:27-29] の後、2014 年から蒙中共

同発掘調査が行われている (2。

　城址は匈奴期の遺跡であるが、Ⅰ号城址の中央土

壇上に後代の墓 1 基があり ( 図 3-2)[ 内蒙古自治区

文物考古研究所ほか 2015; 吉林大学考古学院ほか

2020]、被葬者は頸部飾を装着していた ( 図 3-3,4)。

墓は木棺を安置した竪穴土坑墓で、被葬者は 65 歳

前後の老年男性である。木棺の放射性炭素年代測

定が北京大学とケルン大学で実施されており、両

サンプルでやや差のある結果を得たが ( 図 3-5)、報

告者は出土遺物の特徴等から 4 ～ 6 世紀の墓と結

論付けている [ 内蒙古自治区文物考古研究所ほか

2015:38]。

　頸部飾は青銅製で、前稿でⅡ型とした三日月の外

側の弧線中央に方形の突出部がある形状のものであ

る。保存状態が悪いが、頸部飾の表面には線状の幾

何文装飾があるという。報告では言及がないが、被

葬者頭部の右側 (3 から出土したという金製装飾金

具の写真には絹織物との間に青銅の帯状金具片が

写っており ( 図 4)、頭部結束具の一部である可能性

がある。

3. ガルート郡の古墓

　1973 年にバヤンホンゴル県
アイマク

ガルート郡
ソム

の古墓か

ら出土した資料であるという [Navaan 2004]。全面

に菱形の切り抜きがあり、外周と一部の箇所に小孔

があることから、何かに縫い付けられていた可能性

がある。

Ⅲ .モンゴル国における「鮮卑期」の遺跡

　モンゴル高原において金属製の頭部結束具と頸

部飾が出土した遺跡は以上の 3 遺跡である。この

うち、シベート・ハイルハン・オール遺跡はその概

報で「鮮卑期の遺跡」と報告されており、ここでは

それが意味するところを考えてみたい。

　モンゴル国の遺跡ならびに考古学の中で、「鮮卑

期」という記載がみられるようになったのは比較的

最近のことと感じている。以前より鮮卑との関連が

指摘されることはあったが、それは隣接地域の研究

を受けた 2 つの場面においてであった。

　1 つ目は、ロシアならびに中国と境界を接するモ

ンゴル国東北部のドルノド 県
アイマク

周辺にも初期鮮卑の

遺跡が存在しただろうという推測である。中国の鮮

卑考古学では、内蒙古自治区呼
ホ ロ ン ボ イ ル

倫貝爾市に拓跋鮮卑

の第 1 期遺跡 ( 大興安嶺から大澤へ移動して居住し

た時期：前漢末～後漢前期 ) が分布すると指摘され

ている [ 宿白 1977; 孫危 2004]。またロシア側でも、

コヴィチェフがザバイカル地方のオノン川、シルカ

川水系で匈奴－鮮卑期時代の遺跡を指摘している

[Kovichev2007]。ロシア側の遺跡と遺物が具体的に

示されたわけではないため検討が進んでいないが、

アムール川上流にあたるシルカ川、額
ア ル グ ン

爾古納河水系

に初期鮮卑と認識されている考古学文化の遺跡が

図 4　金製装飾金具、帯状の金具片、絹織物 図 5　ガルート郡の古墓から出土した頸部飾

➤



�

金大考古 79　　2021,　　1-7.　モンゴル国で新たに確認された金属製の頭部結束具と頸部飾を伴う埋葬事例について

あり [ 臼杵 2004:156; 大谷 2012:330]、それはモ

ンゴル国東北部にも及んでいるのではないかと具体

的な形で指摘されているわけではないものの推測さ

れている。

　2 つ目は、ノヴォシビルスクの考古学研究者の間

でしばしばみられる「鮮卑」である。フデャコフは

古代から中世にかけての遊牧民の考古学ならびに武

器研究で著名な研究者であるが、氏が執筆した大学

講義教材 [Khudyakov 2006] でもその語が出ている。

教材は通史として南シベリアの紀元前 1 千年紀末

～後 1 千年紀前半の考古学を理解する目的で書か

れたもので [Khudyakov 2006:7-9]、ここでの「鮮卑」

はチュルク系遊牧集団が勢力を拡大するより以前の

時期という意味で置き換えることができるだろう。

考古学において鮮卑時代という語を使用する点は独

特であるものの、実際の章「鮮卑時代の南シベリア」

の節構成はシベリア地域のおよそ後 1 ～ 5 世紀に

相当する各考古学文化の概説になっており (4、考古

学の概説としては特異な点があるわけではない。し

たがって、ここでは中国考古学で特徴的な民族集団

の鮮卑と遺跡との間で族属あるいは族源の比定と議

論がされているわけではなく、また中国における鮮

卑政権との具体的な時代的並行関係が意識されてい

るわけでもない。史書には檀
だんせっかい

石槐の時に広大な匈奴

故地を収めたという記載があり (5、それに基づく広

大な領域 ( 図 6) のイメージに基づいて、考古資料

からみて唐代並行であることが確認できるチュルク

期と漢代並行であることが確認できる匈奴期との間

の時期を「鮮卑期」の名称で呼んでいるにすぎない。

フデャコフはモンゴル国で発掘調査を実施していた

こともあり、また彼を指導教授としたモンゴル国の

研究者もいることから、このポスト匈奴・先チュル

クの時期というイメージでモンゴルでも「鮮卑期」

の語が使われ始めたものと思われる。

　ポスト匈奴・先チュルク期 ( 後 2 ～ 6 世紀 ) の遺

跡を「鮮卑期」として報告した例に加えて、柔然期

の遺跡として報告された遺跡もある。タリン・ゴル

ワン・ヘレムⅠ城址の 1A-1 号墓は、「史籍に記載

された柔然の時期
9 9

」[ 内蒙古自治区文物考古研究所

2015:38] とするだけでなく、「年代は北魏に相当す

る時期であり、とりわけ柔然あるいは丁零 - 高車等

の族群
9 9

と関係する可能性が高い」[ 吉林大学考古学

院ほか 2020:35] とも指摘されているが、モンゴル

国においてポスト匈奴・先チュルクの時期にあたる

遺跡は発掘調査によってようやく具体例が確認され

はじめた段階であり (6、考古資料から族属比定の議

論をする段階にはない。また、タリン・ゴルワン・

ヘレムⅠ城址 1A-1 号墓と同様に柔然期として報告

されている遺跡には、オルド・オラーン・ウネート

山
オール

の崖
が い そ う ぼ

葬墓がある [Bayarsaikhan et al. 2016; id. 2017]。

モンゴルアルタイ地域には岩窟や岩陰を利用して埋

葬施設とした崖葬墓が存在し、その研究史について

はムンフバヤルがまとめているが、20 世紀初頭に

ブルドゥコフ (А. В. Бурдуков) の調査によって知ら

れるようになった後、2000 年頃から調査が急増し

ている [Mönkhbayar et al. 2019:41-42]。崖葬墓の大

半はチュルク期以降の年代のものであるが、オルド・

オラーン・ウネート・オール崖葬墓のように崖葬墓

でも年代が古く遡る例が発見されるようになってお

り、今後の研究の進展が注目される。

　チュルク期の遺跡と比較して指摘され始めた柔然

期 ( 後 5 ～ 6 世紀 ) に対して、匈奴期の遺跡との比

較からポスト匈奴期と認識される例もある。モンゴ

ル国立博物館によって 2014 年より発掘調査が継続

的に実施されているアイラギーン・ゴズゴル遺跡は

オルホン県
アイマク

ジャルガラント郡
ソム

に所在する墓地で、合

計 97 基の墓が分布している [Odbaatar et al. 2019a; 

id. 2019b]。墓の構造は 2 種類に分かれ、甲字形 (T

字形 ) の護石墳丘をもつ大型墓 ( 図 7) と、円形の

図 6　譚其驤『中国歴史地図集』より鮮卑の領域

鮮 卑

図 7　アイラギーン・ゴズゴル 40 号墳
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献遺構 9 基、2018 年には鉄器時代の墓 3 基 (7, 8, 9

号墓 )、鮮卑期の墓 4 基 (1, 3, 5, 6 号墓 )、鉄器時代

とチュルク期の犠牲供献遺構各 1 基が調査されてい

る [Batbold et al., 2019:123]。

2) 中国側の報告では「ヘルメン・タル城址」の遺跡名

称で報告されているが、本稿は蒙米共同調査以降使

われている遺跡名称に従った。三連城の表記もある。

3) 調査者による。

4) 鮮卑に関する部分「第 3 章　鮮卑時代の南シベリア」

中の各節は、「1. 鮮卑と南シベリア、2. トゥバのウル

グ - ヘム文化、3. コケリ文化、4. チャーティンスク

文化、5. ブラン - コビンスク文化、6. コク - パシ文化、

7. アイルダシ型文化、8. ベレリ型文化、9. タシュティ

ク文化」である。タシュティク文化については堅
けんこん

昆

に族属比定されたこともある考古学文化であり、単

に年代的に並行する考古学文化が取り上げられてい

ることが分かる。

5)『三国志』烏丸鮮卑東夷伝第三十 鮮卑の裴松之註が

引く『魏書』( 王沈 ) に「檀
だんせっかい

石槐既に立ち、乃ち庭を

高柳の北三百餘里、彈汗山の啜
せつきゅうすい

仇水上に為
つく

り、東西

部大人皆歸す。兵馬甚だ盛んにして、南は漢邊を鈔
かす

め、

北は丁令を拒み、東は夫餘を卻
しりぞ

け、西は烏孫を擊ち、

盡
ことごと

く匈奴の故地を 據
よりどころ

とす。東西萬二千餘里，南北

七千餘里、山川、水澤、鹽池を罔
も う ら

羅すること甚だ廣し」。

『後漢書』烏桓鮮卑列伝第八十にも同様の檀石槐が匈

奴之故地を占めた記載がある。

6) 従来の認識では、「残念ながら草原地帯の東部に当る

モンゴル高原ではこの時代に属することが確認され

る遺跡はまだ報告されていない」[ 林 1999:264] とい

う認識であった。

7) 概報 [Odbaatar et al. 2016-2019] によると、2015 年に

は T 字形墳 2 基 (9, 11 号墓 )、円形墓 5 基 (44, 51, 

67, 81, 95号墓)、2016年にはT字形墳1基(86号墓)、

2017 年には T 字形墳 2 基 (7, 89 号墓 )、円形墓 1 基 (53

号墓)、2018年にはT字形墳1基(40号墓)、円形墓(76, 

93 号墓 )、2019 年には T 字形墓 2 基 (14, 45 号墓 )、

円形墓 3 基 (14A, 96, 97 号墓 ) を調査した。

図版出典：

図 1　著者作成

図 2　1,2. Batbold et al. 2019, p.128, tab. 9, 10

図 3　1. 吉林大学考古学院ほか 2020, p.21 図 2 加筆　

2. 上同 , p.24 図 5 加筆　3. 内蒙古自治区文物考古研

究所ほか 2015, p.34 図 2　4. 上同 , p.35 　5. 内蒙古

積石墳丘をもつ中 ･ 小型墓とがある (7。匈奴大型墓

に特徴的な T 字形墳とは、地表構造物として方形

の墳丘があり、その南に墳丘に向かって墳丘高が高

くなる長方形の突出部がついた形である。アイラ

ギーン・ゴズゴル遺跡の地上構造部はこれと同じ T

字形の墳丘であるものの、地下構造が異なってい

る。すなわち、匈奴大型墓の場合は地表面から掘り

込むことによって長方形突出部分に相当する部分は

斜坡道、方形墳丘に相当する部分は途中にテラスを

設けながら段掘りして墓壙を設けた竪穴式であるの

に対して、アイラギーン・ゴズゴル遺跡は横穴式で、

天
てんせい

井をあけた長斜坡道を介して墓室にいたる洞室墓

である。現時点で公表されている成果資料は概報と

研究会口頭報告のみであるため、各墓とその副葬品

を具体的に検討することはできないが、墳丘形は匈

奴期大型墓の特徴をひき、墓の地下構造と出土遺物

は明らかに匈奴期以降である墓が発見されたことは

注目される。

Ⅳ .おわりに

　本稿は、モンゴル国で新たに確認された頭部結束

具と頸部飾を装着した埋葬事例を紹介した。これら

金属製の頭部結束具と頸部飾はユーラシア東部草原

地帯の 4 ～ 6 世紀の遺跡で確認されており、紹介

したモンゴル国の出土資料もこの時期に該当する資

料である。中央ユーラシアの考古学ではこの先チュ

ルク期を民族移動期としてとらえることがあるが

[ 林 2007:329]、モンゴル国では「鮮卑期」の名称

でポスト匈奴・先チュルクの時期を表現している。

モンゴル国の後 2 ～ 6 世紀の遺跡はようやく発掘

調査を通して確認され、検討可能な資料が公表され

はじめた段階である。それはチュルク期墓葬の副葬

品より古い遺物を含むという認識から「鮮卑期」あ

るいは「柔然期」と指摘される遺跡や、アイラギーン・

ゴズゴル遺跡のように匈奴大型墓の特徴を引いたポ

スト匈奴の遺跡もあり、今後モンゴル高原のこの時

期の遺跡と研究の進展に注目してゆく必要がある。

註：

1) 各年に調査した遺跡の概報集である『モンゴル考古

学』によると、2016 年には初期鉄器時代の墓 2 基、

2017 年には初期鉄器時代の墓 2 基 ( うち 1 基が 3 号

墓 )、鮮卑期の墓 3 基 ( うち 1 基が 4 号墓 )、犠牲供
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自治区文物考古研究所 2015 の測定値を OxCal online

で再較正

図 4　内蒙古自治区文物考古研究所 2015, p.35 図 8

図 5　Navaan 2004, т.29, зураг 8

図 6　譚其驤 1991:23-24 加筆

図 7　Odbaatar et al.2019a, т.226
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＜研究動向＞　崖葬墓調査の進展

　2017 年 5 月から 2 か月間、モンゴル国立博物館

で特別展「岩の墓室の文化」が開催され、展示図録

が刊行されている。特別展はホブド県
アイマク

ミャンガド郡
ソム

のオルド・オラーン・ウネート・オール崖葬墓と同

県ムンフハイルハン郡
ソム

のウズール・ギャラン崖葬墓

(Үзүүр гялан) から出土した資料を展示した展覧会

であり、乾燥ミイラと共に両墓から出土した保存状

態が良好な馬具、衣類などの出土資料は大きな関心

をよんだ ( 図録表紙にも掲載されているウズール・

ギャラン崖葬墓のブーツは「崖葬墓から出土した

“ アディダス ” の靴」として報道がなされた。上の

写真はオルド・オラーン・ウネート・オール崖葬墓

出土の鞍 )。なお、モンゴルアルタイで多く確認さ

れている崖葬墓、そしてチュルク期に特徴的な墓と

して指摘されてきた被葬者の隣に馬を陪葬した馬殉

葬墓の調査・先行研究については、近年ムンフバヤ

ル [Mönkhbayar et al. 2019] がウズール・ギャラン

崖葬墓の報告の前置きとしてまとめている。( 大谷 )


